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研究成果の概要：本研究は、我が国などの先進国、開発途上国を問わず共通の大きな社会問題

になってきている老朽化する社会基盤構造物（公共インフラ）のライフタイムマネジメント技

術の確立を、最新情報処理技術の適用、国際連携などによって推進、実現し、先進諸国のみな

らず開発途上国における当該分野の研究においてリーダーシップを発揮できる成果を得た。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００４年度 14,200,000 4,260,000 18,460,000 

２００５年度 39,400,000 11,820,000 51,220,000 

２００６年度 10,900,000 3,270,000 14,170,000 

２００７年度 9,300,000 2,790,000 12,090,000 

２００８年度 6,700,000 2,010,000 8,710,000 

総 計 80,500,000 24,150,000 104,650,000 

 
 
研究分野：工学 
科研費の分科・細目：土木工学・土木材料・施工・建設マネジメント 
キーワード：社会基盤構造物､ライフタイムマネジメント､情報化技術､世界標準化 
 
１．研究開始当初の背景 
（１）コンピュ－タ技術や解析技術、ネット
ワ－ク環境などの情報技術が著しく進展し、
これらの情報技術を最大限に活用し社会基
盤構造物の維持管理を合理的に行おうとす
る試みが近年各方面で急速に展開されてい
た。 
（２）日本をはじめとする欧米先進国では、
社会基盤を支える施設などの社会資本スト
ックが質・量ともに急速に増大してきている
ため、社会資本のライフタイムマネジメント
が必要となってきていた。 
 
２．研究の目的 
（１）公共インフラマネジメントを効率に行

うためのマネジメント手法の構築と各種シ
ミュレータの開発、 
（２）省力化、コスト縮減を目指したインフ
ラマネジメントの高度情報化、 
（３）構造物の非破壊検査、健全度調査のた
めの遠隔ヘルスモニタリング技術の開発、 
（４）海外の研究機関と連携した、世界標準
公共インフラマネジメントプラットフォー
ムの構築、他。 
 
３．研究の方法 
（１）社会基盤構造物を対象とする次世代ラ
イフタイムマネジメントシステムを構築す
るために、マルチメディア情報ネットワ－ク
システム（サーバ設備など）を利用、 
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（２）バーチャルリアリティ技術を応用した
高度専門技術者養成システムの開発を行う
ためのマルチメディアバ－チャルリアリテ
ィシステム（開発ソフトなど）を利用、 
（３）健全度検査のためのセンサリング技術、
リモートセンシングも含めたヘルスモニタ
リング技術の開発するための小型橋梁模型、
各種センサなどの利用、など。 
 
４．研究成果 

図１に本研究の成果を概観したものを示
す。 
（１）橋梁維持管理計画策定支援システム
(J-BMS)の開発と実用化 
 本研究で開発した「橋梁維持管理計画策定
支援システム(J-BMS)」を、より実用的なシ
ステムとするための種々の機能拡張を行っ
た。まず、将来の更新費用の集中を考慮し、
各橋梁の供用予定年数を算出するための更
新費用平滑化機能を提案した。また、より実
用的なシステムとするため予算制約を考慮
した、維持管理計画策定機能を開発した。こ
れらを山口県が管理する橋梁維持管理デー
タベースを用いて本システムの実用性を検
証した。図２に予算制約を考慮した維持管理
計画例を示す。 
 
（２）広域下水管網の統合型予防保全計画策
定支援システム(SMS)の開発と実用化 
本研究では、社会基盤構造物の中で、地中に
敷設されていて容易に点検できない広域下
水管網に対し、センサを用いた環境計測デー
タとメタ戦略による高精度で定量的な腐食
劣化予測と任意危険位置の推定、適切な診断
方法・補修工法や材料の選定を支援する予防
保全システムソフトの開発と実用化を行っ
た。まず、下水管網内の微生物腐食による管
路の劣化現象の将来予測に必要となると考
えられる基礎データの中から下水管内の「気
温」と「湿度」の現況把握と推定手法を確立
した。次いで、ポンプ施設や下水管路に関す
る諸情報、気象統計情報など、現在下水道の
維持管理を行っている現場において入手可
能な限られた情報をもとに、腐食劣化の素因
の一つである硫化水素ガスの発生原因およ
び発生量の定量的推定手法を提案した。これ
ら下水管内における環境計測データなどを

もとに、微生物腐食による下水管路の劣化現
象の将来予測を行うため、人孔や管渠内での
コンクリートの腐食深度および中性化深度
を予測し、管路の破損危険度を判定可能な統
合型システムの開発と実用化を行った（図３
参照）。 
 以上のような本研究の成果は、 
（１）約 100 名の外国人研究者（内、長期４
名）の招聘、６回の国際ワークショップの開
催、10 数回の講演会の開催、２件の国際共同
研究、多数の産官学連携事業などの展開、 
（２）2001 年に設立された「山口大学メイン
テナンス工学研究所」を発展させて 2008 年
に「附属安全環境研究センター」が設置され、
Newsletter の発行、研究の継続がはかられる、 
などに結びつき、その成果の世界・日本にお
けるインパクト、波及効果には大きいものが
ある。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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図２予算制約を考慮した維持管理計画例 
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図３下水管網の長寿命化支援システム概要 
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